とう ながいす 

僕 は籐の 長椅子に ぼんやり 横にな つてい る。 目の前 

らんかん かんぱん 

に 欄干の あると ころ をみ ると、 どうも 船の 甲板ら しい- 

欄干の 向う に は 灰色の 浪に 飛び魚 か 何 か 閃 いている。 

が、 何のた めに 船へ 乗った か、 不思議に も それ は 覚え 

ていない。 つれが あるの か、 一人な のか、 その 辺 も 同 

じょうに 曖昧で ある。 

もや 

曖昧と 云えば 浪の 向う も 靄のお りている せいか、 甚 

だ 曖昧 を 極めてい る。 僕 は 長椅子に 寝ころんだ まま、 

もうろう けぶ 

その 朦朧と 煙った 奥に 何が あるの か 見たい と 思った。 

すると 念力の 通じた ように、 見る見る 島の 影が 浮び 出 

した。 中央に 一座の 山の 聳えた、 円錐に 近い 島の 影で 



ある。 しかし 大体の 輪郭の ほか は 生憎 何も はっきりと 

は 見えない。 僕 は 前に 味 を しめてい たから、 もう 一度 

見たい と 念じて 見た。 けれども 薄い 島の 影 は 依然と し 

て 薄い ばかりで ある。 念力 も 今度 は 無効だった らしい。 

この 時 僕 は 右 隣 にたち まち 誰かの 笑う の を 聞いた。 

「はは はは はは、 駄目です ね。 今度 は 念力 もき かない 

ようです ね。 は はま ままば。」 

右 隣の 籐歡 子に 坐って いるの は 英吉利 人らしい 老人 

である。 顔 は 皺 こそ 多い ものの、 まず 好男子と 評して 

も ゆい。 しかし 服装 はホォ ガスの 画に みた 十八 世紀の 

流行で ある。 Cocked ば at と 云う のであろう。 銀の 縁 



僕 は 思わず 英吉利 語 を 使った。 しかし 老人 は 無頓着 

に 島の 影 を 指さし なが ら、 巧みに 日本語 をし や ベり つ 

づけた。 その 指さした 袖の 先に も 泡の ように レ エスが 

はみ出し ている。 

「あの 島 はサッ サン ラップと 云う のです がね。 綴りで 

いっけん 

すか？ 綴り は SUSSANR AP です。 一 見の 価懂 

の ある 島です よ。 この 船 も 五六 日 は 碇泊し ますから、 

ぜひ 見物に お出かけなさい。 大学 も あれば 伽藍 も あり 

ます。 殊に 巿の 立つ 日 は 壮観です よ。 何しろ 近海の 

島々 から 無数の 人々 が 集まります からね。 …… 」 

僕 は 老人の しゃべ つてい る 間 に 望遠鏡 を視 いて 見 



きょ-つめん うつ 

た。 ちょうど 鏡面に 映って いるの はこの 島の 海岸の 

市街であろう。 小 綺&な 家々 の 並んだ のが 見える。 並 

木の 梢に 風の あるの が 見える。 伽藍の 塔の 聳えた の 

もや 

が 見える。 靄な ど は 少しも かかって いない。 何もかも 

ことごとく はつ きりと 見える。 僕 は大ぃ に 感心し なが 

ら、 巿 街の 上へ 望遠鏡 を 移した。 と 同時に 僕の 口 は 

あ つと 云う 声 を 洩らし そうにな つ た。 

鏡面に は 雲 一 つ 見えない 空に 不二に 似た 山が 聳えて 

いる。 それ は 不思議で も 何でもない。 けれども その 山 

おお たまな 

は 見上げる 限り、 一面に 野菜に 蔽 われて いる。 玉菜、 

あかなす ねぎ たまねぎ だいこん かぶ にんじん ごぼう かぼちゃ とうがん 

赤茄子、 葱、 玉葱、 大根、 蕪、 人参、 牛蒡、 南瓜、 冬瓜、 



きゅう リ ばれいし よ れんこん くわい しょうが 

胡瓜、 馬 鈴薯、 蓮根、 慈姑、 生姜、 三つ葉 —— あら ゆ 

る 野菜に 蔽 われて いる。 蔽 われて いる？ 蔽ゎ —— そ 

うで はない。 これ は 野菜 を 積み上げ たので ある。 驚く 

ベ き 野菜 の ピラミッド である。 

「あれ は —— あれ はどうした のです？」 

僕 は 望遠鏡 を 手に した まま、 右 隣の 老人 をふリ 返つ 

た。 が、 老人 はもう そこにい ない。 ただ 籐の 長椅子の 

上に 新聞が 一 枚 抛り 出して ある。 僕 は あっと 思った 

ひよ-つし 

拍子に 脳貧血 か 何 か 起した のであろう。 いっか また 妙 

に 息苦し い 無意識 の 中に 沈んで しまった。 



僕 はこの サロンの 隅の 長椅子に 上等の ハヴ アナ を啣 

つ る 

えてい る。 頭の 上に 蔓を 垂らして いるの は 鉢植えの 

かぼちゃ 

南瓜に 違いない。 広い 葉の 鉢 を 隠した かげに 黄い ろい 

花の 開いた の も 見える。 

「ええ、 ざっと 見物し ました。 どうです、 葉巻 

は？」 

しかし 老人 は 子供の ようにち よいと 首 を 振った なり、 

ぞうげ かぎたばこ 

古風な 象牙の 嗅 煙草入れ を 出した。 これ もど こかの 博 

物 館に 並んで いたの を 見た 通りで ある。 こう 云う 老人 

もちろん 

は 日本 は 勿論、 西洋に も 今 は 一 人 も あるまい。 

さと-つ はるお ちんちょう 

佐 藤 春 夫に でも 紹介して やったら、 さぞ 珍重す る こ 



ラ ミツ ドが ？」 

僕 は 老人の 顔 を 見たり、 目ば かりばち ばち やる ほか 

はなかった。 が、 老人 は 不相変 面白そう に ひとり 微笑 

している。 

「ええ、 みんな 売れ 残ったの です。 しかもた つた 三年 

の 間に あれ だけの 嵩になる のです からね。 古来の 売れ 

残り を 集めた としたら、 太平洋 も 野菜に 埋まる くらい 

です よ。 しかし サッ サン ラップ 島の 住民 は 未だに 野菜 

を 作って いるので す。 昼も夜も 作って いるので す。 は 

はは はは は、 我々 のこう して 話して いる 間 も 一生 懸 

命に 作って、，' るので す。 はは はは はは、 はは はは は 



は。 - 

まつりか におい 

老人 は 苦しそう に 笑い 笑い、 茉莉花の 句の する ハ 

ンカ チイ フを 出した。 これ はた だの 笑いで はない。 人 

間の 愚 を 嘲弄す る 悪魔の 笑いに 似た ものである。 僕 

は 顔をしかめながら、 新しい 話題 を 持ち出す ことにし 

た。 

僕 「巿 はいつ 立つ のです か？」 

老人 「毎月 必ず 月 はじめに 立ちます。 しかし それ は 

普通の 市です ね。 臨時の 大巿は 一 年に 三度、 —— 一 月 

と 四月と 九月と に 立ちます。 殊に 一 月 は 書 入れの 巿で 

すよ。」 



僕 「じ や 大巿の 前 は 大騒ぎで すね？」 

ま 

老人 「大騒ぎです とも。 誰でも 大巿に 間に合うよう 

に 思 い 思いの 野菜 を 育 てるのです からね。 燐酸肥料 を 

やる、 油 滓 を やる、 温室へ 入れる、 電流 を 通じる、 I 

I とてもお 話に はなり ません。 中には また 一 刻 も 早く 

育てようと あせった 挙句、 せっかく 大事に している 野 

菜 を 枯らして しまう もの も あるく らいです。」 

僕 「ああ、 そう 云えば 野菜畑に きょう も 痩せた 男が 

一 人、 気違いの ような 顔 をした まま、 『間に合わない、 

間に合わない』 と a け まわって いました。」 

老人 「それ はさ も ありそうで すね。 新年の 大巿も 直 



ですから。 —— 町に いる 商人 も 一 人 残らず 血眼に なつ 

ている でしよう。」 

僕 「町に いる 商人と 云う と？」 

老人 「野菜の 売買 をす る 商人です。 商人 は i 舎の 男 

女の 育てた 野菜畑 の 野菜 を 買う 、 近海の 島々 から 来た 

男女 は その また 商人の 野菜 を 買う、 —— と 云う 順序に 

なって いるので す。」 

僕 「なるほど、 その 商人でしょう、 これ は 肥った 男 

が 一 人、 黒い 鞫 を かかえながら、 『困る、 困る』 と 云つ 

ている の を 見ました。 —— じ や 一 番 売れる の はどう 云 

う 種類の 野菜です か？」 



訣で すね。」 

僕 「ああ、 その 片輪の 一 人です ね。 さっき 髯の 生え 

た 盲が 一 人、 泥 だらけの 八つ 頭 を 撫で まわしながら、 

『この 野菜の 色 は 何とも 云われない。 薔薇の 花の 色と 

大空の 色と を 一 つに したよう だ』 と 云って いました 

よ。」 

老人 「そうでしょう。 盲な ど は 勿論 立派な ものです。 

が、 最も 理想的な の はこの 上 もない 片輪です ね。 目の 

見えない、 耳の 聞えない、 鼻の 利かない、 手足の ない、 

歯 や 舌の ない 片輪です ね。 そう 云う 片輪 さえ 出現 すれ 

ば、 一代の Arbiter elegantiamm になります。 現在 人 



でしよう。 すると 善い 野菜が 売れる かどう か …… 」 

僕 「お待ちな さいよ。 それなら ばまず 片輪の きめた 

善悪 を 疑う 必要が あります ね。 」 

老人 「それ は 野菜 を 作る 連中 はたいて い 疑って いる 

のです がね。 じ やそう 云う 連中に 野菜の 善悪 を 聞いて 

見る と、 やはり はっきり しないので すよ。 たとえば あ 

る 連中に よれば 『善悪 は 滋養の 有無な り』 と 云う ので 

す。 が、 また ほかの 連中に よれば 『善悪 は 味， -に ほか 

ならず』 と 云う のです。 それだけ ならば まだし も 簡単 

です が …… 」 

僕 「へええ、 もっと 複雑な のです か？」 



僕 「ああ、 あれが そうな のでしょう。 シャツ 一枚の 

豪傑の 向う に 細い ズボン を はいた 才子が 一人、 せっせ 

と 南瓜 を もぎりながら、 『へん、 演説 か』 と 云って いま 

したつけ。」 

老人 「まだ 青い 南瓜 をでしょう。 ああ 云う 色の 寒い 

の を ブル ジ ョ ァ 野菜と 云う のです。」 

僕 「すると 結局 どうなる のです？ 野菜 を 作る 連中 

によれば、 …… 」 

老人 「野菜 を 作る 連中に よれば、 自作の 野菜に 似た 

もの はこと ごとく 善い 野菜で すが 、 自作 の 野菜 に 似な 

いもの はこと，、， J とく 悪 い 野菜な のです。 これ だけ はと 



の は 露西亜の 野菜 学の 講義 だそう です。 ぜひ 一 度 大学 

を 見に お出でなさい。 わたしの この 前 参観した 時には 

鼻眼鏡 を かけた 教授が 一人、 瓶の 中の アル コ オルに 漬 

ふるき ゆ-つり 

けた 露西亜の 古 胡瓜 を 見せながら、 『サッ サン ラップ 

島の 胡瓜 を 見 給え。 ことごとく 青い 色 をして いる。 し 

かし 偉大なる 露西亜の 胡瓜 はそう 云う 浅薄な 色で はな 

ほそく 

い。 この 通り 人生 そのものに 似た、 捕捉すべからざる 

色 をして いる。 ああ、 偉大なる 露西亜の 胡瓜 は …… 』 

と懸 河の 弁 を 振って いました。 わたし は 当時 感動の あ 

まり、 二週間ば かり 床に ついた ものです。」 

僕 「すると するとで すね、 やはり あなたの 云う 



ように 野菜の 売れる か 売れない か は 神の 意志に 従う と 

でも 考える より ほか はない のです か？」 

老人 「まあ、 そのほか はありますまい。 また 実際 こ 

の 島の 住民 はたいて ぃバ ッブ ラップべ エダ を 信仰して 

いますよ。」 

僕 「何です、 その バッ ブラ ッブ 何とか 云う の は？」 

老人 「バ ッブ ラップべ エダです。 BABRABBA 

D A と 綴ります がね。 まだ あなた は 見ない のです か？ 

がらん 

あの 伽藍の 中に ある …… 」 

僕 「ああ、 あの 豚の 頭 をした、 大きい 蜥蜴の 偶像で 

す 力？」 



老人 は 僕と 握手した 後、 悠然と 一 枚の 名刺 を 出した。 

名剌 のまん 中には 鮮 かに Lemuel Gulliver と 印刷 を 

して ある！ 僕 は 思わず 口 を あいた まま、 茫然と 老人 

の 顔 を 見つめた。 麻 色の 髪の毛に 囲まれた、 目鼻 だち 

の 正しい 老人の 顔 は 永遠の 冷笑 を 浮かべて いる、 —— 

と 思った の はほんの 一瞬間に 過ぎない。 その 顔 はいつ 

か i 戯ら しい 十五 歳の 甥の 顔に 変って いる。 

「原稿です つて さ。 お起きな さいよ。 原稿 をと りに 来 

たのです つて さ。」 

甥 は 僕 を 揺すぶった。 僕 は 置 火燧に 当った まま、 三 

十分ば かり 昼寝 をしたら しい。 置 火 爆の 上に 載って い 



るの は 読み かけた Gulliver-S Travels である。 

「原稿 をと りに 来た？ どこの 原稿 を？」 

「随筆の をです つて さ。」 

「随筆の？」 

われ し ひとりごと 

僕 は 我知らず 独 言 を 云った。 

やさいい ち たぐい 

「サッ サン ラップ 島の 野菜 巿には 『はこべら』 の 類 も 

売れる と 見える。」 

(大正 十二 年 十二月) 
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